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　この本では、「スローサイクリング」
とは、本格的なロードバイクから誰しも
乗ったことのあるママチャリなど、自転
車の種類を問わず、個々人がゆっくりと
自分のペースでサイクリングを愉しむこ
とと定義しています。そして、多様なサ
イクリングの愉しみ方について筆者の実
体験を交えたスローサイクリングの楽し
みを写真とともに説明しています。この
本を読んでいると、旅先の風景が瞼に浮
かび、実際に旅行しているような気分に
なれました。また、サイクリングという
と相当な準備が必要で躊躇しがちです
が、初心者（本著では超初心者と記載さ
れています）でも気軽にサイクリングに
出掛けられること、そして、出掛けた先
で事故に巻き込まれたりしてせっかくの
愉しみが台無しにならないように、簡単
な準備と走行方法についても指南されて
いて、サイクリング初心者の方にとって
もためになる本です。
 私自身、自転車は移動が楽で気軽に駐
輪できるので、通学だけでなく、街に出
掛けるときによく利用しています。自転
車の良い所は、家を一歩出れば全てが活
動のフィールドであることだと思いま
す。著者が本著の中で書かれているよう
に、普段は通らないような小道に入って
いけるし、今まで知らなかったお店を知
ることができ、自分の住む町の違った一

面を見ることができます。一般に自転車
利用の範囲は居住地近郊で10km以内で
すが、自転車を車や電車に乗せて（輪行）
遠方へ出かけたいと思っている人は案外
多いのではないでしょうか。しかし、輪
行は折りたたみ式の自転車が必要であっ
たり、乗り物に載せるにあたっての他の
乗客への配慮など、少々敷居が高く、な
かなか手を出せないのが現実なのでは。
しかし、この本には輪行の愉しさだけで
なく、愉しむための方法についても書か
れており、私もやってみようと思えるよ
うになりました。
　自転車は車やバイクと違い、ガソリン
もいらず二酸化炭素も排出しません。渋
滞を気にする必要もなく、また電車のよ
うに待つ必要もありません。全てを自分
のペースで楽しむことができます。すで
に自転車が好きな人には勿論のこと、こ
れから自転車遊びを始めようと考えてい
る人にも全ての方に読んでもらいたい一
冊です。
　最後に、この本を通し、自転車の良さ
が広がって、いずれ日本が自転車大国と
いわれるようになったらよいなと心から
思いました。ただし、多くの人が自転車
を愉しむためにも、自転車利用のマナー
についての十分な知識と行動が重要であ
ると思いました。
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